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一

元�｢
楽
府
古
題
序｣

の
制
作
背
景

中
唐
の
詩
人
・
元�(
七
七
九
〜
八
三
一)

は
白
居
易

(

七
七
二
〜
八
四
六)

・
李
紳

(

七
七
二
〜
八
四
六)

ら
と
共
に
新
題
の
楽

府
を
唱
和
し
、
楽
府
制
作
の
新
た
な
一
局
面
を
切
り
拓
い
た
。
そ
の
中
で
、
元�｢
楽
府
古
題
序

(

１)｣

に
ま
と
め
ら
れ
た
楽
府
作
品
群
の

中
に
古
題
を
用
い
た
楽
府
作
品
が
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。｢

楽
府
古
題
序｣

は
、
元�
が
通
州
に
左
遷
さ
れ
た
後
、
元
和

十
二
年

(

八
一
七)

に
通
州
司
馬
と
し
て
興
元
府
に
使
者
と
し
て
赴
き
、
帰
途
に
梁
州
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
劉
猛
と
李
餘
と
い
う
二
人

の
進
士
の
制
作
し
た

｢

古
楽
府
詩
数
十
首｣

の
う
ち
、｢

新
意｣

あ
る
も
の
十
九
首
を
選
ん
で
唱
和
し
た
楽
府
作
品
群
に
付
さ
れ
た
序

文
で
あ
る
。
そ
の
十
九
首
の
作
品
名
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１

｢

夢
上
天｣

２

｢

冬
白
紵｣

３

｢

将
進
酒｣
４

｢

採
珠
行｣

５

｢

董
逃
行｣

６

｢

憶
遠
曲｣

７

｢

夫
遠
征｣

８

｢

織
婦
詞｣

９

｢
田
家
詞｣

10

｢�
客
行｣

…

劉
猛
と
唱
和
し
た
作
品

十
首

11

｢

君
莫
非｣

12

｢

田
野
狐
兔
行｣

13

｢

当
来
日
大
難
行｣

14

｢

人
道
短｣

15

｢

苦
楽
相
倚
曲｣

16

｢

出
門
行｣

17

｢

捉
捕
歌｣

18

｢

古
築
城
曲
五
解｣
19

｢

估
客
楽｣

…

李
餘
と
唱
和
し
た
作
品

九
首

こ
れ
ら
十
九
首
の
唱
和
作
品
の
大
半
は
新
題
の
楽
府
で
あ
る
。
そ
の
中
で
古
題
を
用
い
て
い
る
の
は
、
２

｢

冬
白
紵｣

(

舞
曲
歌
辞
・

雑
舞)

、
３

｢

将
進
酒｣

(

鼓
吹
曲
辞
・
漢
鐃
歌)

、
５

｢

董
逃
行｣

(

相
和
歌
辞
・
清
調
曲)

、
10

｢�
客
行｣

(

雑
曲
歌
辞)

、
13

｢

当

来
日
大
難
行｣

(

相
和
歌
辞
・
瑟
調
曲)

、
16

｢

出
門
行｣

(

雑
曲
歌
辞)

、
18

｢

古
築
城
曲
五
解｣

(

雑
曲
歌
辞)

、
19

｢

估
客
楽｣

(

清

�

�
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商
曲
辞
・
西
曲
歌)

の
八
首
で
あ
る

(

２)

。
こ
の
う
ち
、
３

｢

将
進
酒｣

や
５

｢

董
逃
行｣

は
漢
魏
に
由
来
を
も
つ
楽
府
古
題
で
あ
る
。

一
方
、
元�
は
元
和
三
年
か
ら
四
年

(

八
〇
八
〜
八
〇
九)

に
か
け
て
李
紳
・
白
居
易
ら
と
共
に
古
題
に
拠
ら
な
い
楽
府
制
作
を
標

榜
し
て
、｢
新
題
楽
府｣

を
制
作
し
て
お
り
、
こ
の
点
は

｢

楽
府
古
題
序｣

に
お
い
て
も
明
言
さ
れ
て
い
る
。
元�
は

『

詩
経』

『

楚
辞』

以
降
の
詩
の
傍
流
を

｢

歌｣

と

｢

詩｣

と
に
分
類
し
、
詩
と
音
楽
の
先
後
関
係
に
よ
っ
て
明
確
に
分
類
し
て
い
る

(

３)

。
楽
曲
の
亡
佚
に
よ
っ

て
、
後
世
の
詩
人
に
は
音
楽
に
通
暁
す
る
者
が
稀
に
な
り
、
本
来
の

｢

歌
詩｣

の
区
別
を
不
明
確
に
し
て
、
詩
人
の
感
興
に
合
っ
た
楽

府
題
を
選
択
す
る
よ
う
な
文
学
形
式
へ
と
移
行
し
た
。
そ
し
て
、
句
の
長
短
に
よ
っ
て

｢

歌｣

と

｢

詩｣

を
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る

(

４)

。
以
上
の
よ
う
な

｢

歌
詩｣

論
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
元�
は
、
以
下
の
よ
う
な

｢

楽
府｣

論
を
展
開
し
、
併
せ
て

｢

楽

府
古
題
序｣

及
び
十
九
首
の
唱
和
作
品
を
制
作
す
る
に
至
る
経
緯
を
述
べ
て
い
る
。

沿
襲
古
題
、
唱
和
重
複
、
於
文
或
有
短
長
、
於
義
咸
爲
贅�
。
尚
不
如
寓
意
古
題
、
刺
美
見
事
、
猶
有
詩
人
引
古
以
諷
之
義
焉
。

曹
劉
沈
鮑
之
徒
、
時
得
如
此
、
亦
復
稀
少
。
近
代
唯
詩
人
杜
甫

｢

悲
陳
陶｣

｢

哀
江
頭｣

｢

兵
車｣

｢

麗
人｣

等
、
凡
所
歌
行
、
率

皆�
事
名
篇
、
無
復
倚
傍
。
予
少
時
與
友
人
樂
天
、
李
公
垂
輩
、
謂
是
爲
當
、
遂
不
復
擬
賦
古
題
。

昨
梁
州
見
進
士
劉
猛
、
李
餘
各
賦
古
樂
府
詩
數
十
首
、
其
中
一
二
十
章
、
咸
有
新
意
、
予
因
選
而
和
之
。
其
有
用
古
題
、
全
無
古

義
者
、
若

｢

出
門
行｣

不
言
離
別
、｢

將
進
酒｣

特
書
列
女
之
類
是
也
。
其
或
頗
同
古
義
、
全
創
新
詞
者
、
則

｢

田
家｣

止
述
軍

輸
、｢

捉
捕
詞｣

先
螻
蟻
之
類
是
也
。
劉
李
二
子
方
將
極
意
於
斯
文
、
因
爲
粗
明
古
今
歌
詩
同
異
之
旨
焉
。

古
題
を
沿
襲
し
、
唱
和
重
複
し
、
文
に
於
て
は
或
は
短
長
有
り
、
義
に
於
て
は
咸み

な

贅�
有
り
。
尚
ほ
古
題
に
寓
意
し
て
、
見
事

(

＝
現
事)

を
刺
美
し
、
猶
ほ
詩
人
の
古
を
引
き
て
以
て
諷
す
る
の
義
有
る
に
如
か
ず
。
曹

(

植)

劉

(�
)

沈

(

約)

鮑

(

照)

の
徒
、
時
に
此か

く
の
如
き
を
得
た
る
も
、
亦
た
復
た
稀
少
な
り
。
近
代
唯
だ
詩
人
杜
甫
の

｢

悲
陳
陶｣

｢

哀
江
頭｣

｢

兵

車｣
｢

麗
人｣

等
、
凡
そ
歌
行
す
る
所
、
率

お
ほ
む

ね
皆

事
に
即つ

き
て
篇
に
名
づ
け
、
復
た
倚
傍
す
る
無
し
。
予

少わ
か

き
時

友
人
楽
天
、

李
公
垂
の
輩
と
、
是
を
謂
ひ
て
当
と
為
し
、
遂
に
復
た
擬
し
て
古
題
を
賦
せ
ず
。

昨

梁
州
に
進
士
劉
猛
、
李
餘

各
お
の

古
楽
府
数
十
首
を
賦
し
た
る
を
見
、
其
の
中う

ち

一
二
十
章
、
咸み

な

新
意
有
り
、
予

因
り
て

之
に
和
す
。
其
れ
古
題
を
用
ゐ
て
、
全
く
古
義
無
き
者
有
り
、
若た

と

へ
ば

｢
出
門
行｣

に
離
別
を
言
は
ず
、｢

将
進
酒｣

に
特た

だ

列
女
の
類
を
書
く
は
是
な
り
。
其
れ
或
は
頗

す
こ
ぶ
る
古
義
と
同
じ
く
し
て
、
全
く
新
詞
を
創
れ
る
者
、
則
ち

｢

田
家｣

に
止
だ
軍
輸

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

考

35
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を
述
べ
、｢

捉
捕
詞｣

に
螻
蟻
の
類
を
先
と
す
る
は
是
な
り
。
劉
李
二
子

方
将

ま

さ

に
意
を
斯
文
に
極
め
ん
と
し
、
因
り
て
為
に
粗

ぼ
古
今
の
歌
詩
の
同
異
の
旨
を
明
ら
か
に
す
。

以
上
に
示
し
た
よ
う
に
、
元�
は
、
唱
和
を
重
ね
て
本
来
の
形
態
を
失
す
る
弊
害
を
述
べ
、
古
題
を
用
い
る
場
合
に
も
諷
諭
を
第
一

義
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
後
世
の
詩
人
に
つ
い
て
は
、
唯
一
、
杜
甫
の
歌
行
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
李
紳
・

元�
・
白
居
易
ら
が
杜
甫
の
制
作
態
度
に
共
感
し
、
古
題
に
拠
ら
な
い
楽
府
制
作
を
志
向
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
明
し
て
い
る
。
で

は
、
な
ぜ
元�
は
元
和
十
二
年
に
至
っ
て
古
題
を
用
い
た
楽
府
作
品
を
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
半
の

｢

楽
府
古
題
序｣

及
び
十
九
首
の
唱
和
作
品
制
作
の
背
景
を
説
明
し
た
部
分
に
も
、｢

進
士
劉
猛
李
餘
各
賦
古
楽
府
詩
数
十

首｣

と
、
は
っ
き
り
と
こ
れ
ら
の
作
品
が

｢

古
楽
府｣

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
元�
は
こ
れ
ら
の

｢

古
楽
府｣

に

｢

新
意｣

を
認
め
て
お
り
、｢
其
有
用
古
題
、
全
無
古
義
者｣

と

｢

其
或
頗
同
古
義
、
全
創
新
詞
者｣

と
に
、
具
体
的
な
作
品
名
を
挙
げ

て
特
徴
を
解
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の

｢

古
楽
府｣

が
従
来
の

｢

擬
古
楽
府｣

と
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
李
紳
・

白
居
易
ら
と
唱
和
し
た
新
題
の
楽
府
作
品
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
元�
が
何
故
敢
え
て
古
題
を
用
い

て
楽
府
作
品
を
制
作
し
、
新
題
の
楽
府
も
含
め
て

｢

楽
府
古
題
序｣

と
し
て
包
括
し
た
の
か
、
そ
の
意
図
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

楽
府
文
学
史
上
に
お
い
て
、
元�｢
楽
府
古
題
序｣

は
特
に
中
唐
に
お
け
る
新
楽
府
の
出
現
に
関
わ
る
重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
、
北
宋
・
郭
茂
倩
撰

『
楽
府
詩
集』

に
お
い
て

｢

新
楽
府
辞｣

の
解
題

(

５)

に
援
用
さ
れ
て
以
来
、
元
白
を

中
心
に
醸
成
さ
れ
た
新
楽
府
制
作
の
理
念
を
総
括
し
た
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
憲
宗
元
和
年
間
の
政
治
情
勢
と
元

白
の
事
跡
か
ら
元�｢
楽
府
古
題
序｣

制
作
の
背
景
を
検
討
し
て
み
た
と
き
、
一
連
の
運
動
と
し
て
一
貫
し
た
論
理
の
下
で
構
築
さ
れ

た
文
学
理
論
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
こ
と
は
容
易
に
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
元�
は
李
紳
・
白
居
易
ら
と
の
新
題
楽
府
唱
和
の

後
に
二
度
に
亘
る
左
遷
を
経
験
し
て
お
り
、
政
治
的
立
場
や
利
害
関
係
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
独
自
の
理
論
を
さ
ら
に
展
開
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
十
九
首
の
唱
和
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
十
分
に
論
究
さ
れ

て
い
る
と
は
言
い
難
い

(

６)

。
こ
れ
ら
十
九
首
の
作
品
に
つ
い
て
、
赤
井
益
久
氏
は
論
文

｢

中
唐
詩
壇
諷
諭
詩
の
系
譜

(

７)｣

で
、
元�
は
白
居

易
と
の
唱
和
を
通
し
て
、｢

新
題
楽
府｣

に
欠
如
し
て
い
た

｢

衆
庶
へ
の
同
情
・
注
視
、
説
諭
・
教
訓｣

と
い
っ
た
主
題
を
盛
り
込
み
、

�
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�

｢
技
法
上
か
ら
は
歌
唱
へ
の
配
慮
、
措
辞
の
平
易
化
、
卑
近
な
比
喩
や
即
物
的
比
興
に
よ
る
主
題
の
単
純
化
、
委
曲
を
尽
く
し
た
構
成

等｣
の
改
良
が
為
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
中
で

｢

説
諭
・
教
訓｣

と
い
う
主
題
は
元�
の
生
き
た
貞
元
・
元
和
年
間
の

時
代
背
景
と
大
き
く
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
更
な
る
考
究
を
要
す
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
の

｢

説
諭
・
教
訓｣

を
主
題
と

す
る
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
特
に
董
卓
の
死
と
後
漢
末
の
動
乱
を
主
題
と
し
て
、
安
史
の
乱
以
降
の
政
治
情
勢
を
批
判
し
た

｢

董
逃
行｣

を
取
り
上
げ
る
。

二

楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

の
来
源

｢

董
逃
行｣

は
漢
魏
に
来
源
を
持
つ
古
楽
府
題
で
あ
る
。
元�
が
、
劉
猛
と
の
唱
和
と
い
う
形
式
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
古

い
来
歴
を
持
つ
楽
府
題
を
選
択
す
る
に
至
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
こ
の
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

の
来
源
に
遡
り
、
中
唐
に
至
る
ま
で
ど
の
よ
う
に
唱
和
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
か
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

『

楽
府
詩
集』

巻
三
十
四

｢

董
逃
行｣
解
題
に
拠
れ
ば
、
そ
の
起
源
は
概
ね
二
説
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
ず
、『

後
漢
書』

｢

五
行
志｣

に
、
後
漢
末
、
霊
帝
の
中
平
年
間

(

一
八
四
〜
一
八
九)

、｢

京
都

(

洛
陽)｣

に
次
に
示
す
よ
う
な
童
歌
が
流
行
し
た
と
の
記
述
が
見

え
る
。承

樂
世
董
逃

遊
四
郭
董
逃

楽
世
を
承
け

董
逃
、
四
郭
に
遊
び

董
逃
、

蒙
天
恩
董
逃

帶
金
紫
董
逃

天
恩
を
蒙
り

董
逃
、
金
紫
を
帯
び

董
逃
、

行
謝
恩
董
逃

整
車
騎
董
逃

行
き
て
恩
に
謝
す

董
逃
、
車
騎
を
整
へ

董
逃
、

垂
欲
發
董
逃

與
中
辭
董
逃

発
せ
ん
と
欲
す
る
に
垂

な
ん
な
んと

し
て

董
逃
、
与と

も

に
中
辞

ぬ
け
だ

し

董
逃
、

出
西
門
董
逃

瞻
宮
殿
董
逃

西
門
を
出
で

董
逃
、
宮
殿
を
瞻み

董
逃
、

望
京
城
董
逃

日
夜
絶
董
逃

京
城
を
望
み

董
逃
、
日
夜
絶
え

董
逃
、

心
摧
傷
董
逃

心
摧
け
傷
む

董
逃
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
句
末
に
は
全
て

｢

董
逃｣

と
、
合
い
の
手
の
よ
う
な
節
回
し
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。『

後
漢
書』

に
よ
れ
ば
、

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣
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｢
董｣

と
は
董
卓
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
董
卓
の
専
横
と
敗
走
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
が
下
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
劉
昭

注
に
引
く

『

風
俗
通』

に
よ
れ
ば
、
後
漢
末
の
動
乱
に
お
い
て
政
権
を
掌
握
し
た
董
卓
は
歌
の
節
が

｢

董

(

卓)

が
逃
げ
る｣

と
聞
こ

え
る
た
め
に
、
こ
れ
を
発
禁
処
分
に
し
た
と
い
う
。『

後
漢
書』

『

三
国
志』

の
董
卓
の
本
伝
に
よ
れ
ば
、
董
卓
が
政
権
を
掌
握
し
た
の

は
霊
帝
が
崩
御
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
董
卓
は
献
帝
を
擁
立
し
て
、
洛
陽
か
ら
長
安
へ
と
強
引
に
遷
都
し
、
洛
陽
で
非
道
の
限
り
を

尽
く
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
孫
堅
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
洛
陽
か
ら
長
安
へ
と
逃
亡
し
て
い
る
。｢

董
逃｣

と
い
う
の
は
こ
の
事
件

を
指
し
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
洛
陽
で
童
歌
が
流
行
し
て
い
た
の
は
霊
帝
在
位
中
の
出
来
事
で
あ
る
の
で
、
董
卓
の
敗
走
を
予
言
し
た

歌
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
恐
ら
く
、
董
卓
は
政
権
を
掌
握
し
た
後
、
自
分
に
と
っ
て
不
吉
に
聞
こ
え
る

｢

董
逃｣

の
歌
詞
を
改
め
さ
せ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
霊
帝
在
位
中
に
歌
わ
れ
て
い
た
元
来
の

｢

董
逃｣

が
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
方
の
説
と
し
て
、『

楽
府
詩
集』

｢

董
逃
行｣

解
題
が
引
く
呉
兢
撰

『

楽
府
解
題』

に
見
え
る
古
辞
は
、『

後
漢
書』

の
記
述

と
は
全
く
異
な
り
、
不
老
長
生
を
主
題
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。

古
詞
云
、｢

吾
欲
上
謁
從
高
山
、
山
頭
危
險
大
難
言｣

。
言
五
岳
之
上
、
皆
以
黄
金
爲
宮
闕
、
而
多
靈
獸
仙
草
、
可
以
求
長
生
不
死

之
術
、
令
天
神
擁
護
君
上
以
壽
考
也
。

古
詞
に
云
ふ
、｢

吾

上
り
て
謁
せ
ん
と
欲
し

高
山
に
従
ふ
も
、
山
頭

危
険
に
し
て
大
い
に
言
ひ
難
し｣

。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
五

岳
の
上
、
皆

黄
金
を
以
て
宮
闕
と
為
し
、
而
し
て
霊
獣
仙
草
多
く
、
以
て
長
生
不
死
の
術
を
求
む
べ
く
、
天
神
を
し
て
君
上

を
擁
護
せ
し
む
る
に
寿
考
を
以
て
す
る
な
り
。

こ
こ
に
引
か
れ
る
古
辞
は

『

宋
書』

｢

楽
志｣

に
記
述
が
見
え
、
五
解

(

五
曲)

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
出
自
は
不
明
だ

が
、
恐
ら
く
は
漢
代
以
前
の
も
の
で
あ
り
、『

後
漢
書』

に
見
え
る
後
漢
末
に
流
行
し
た

｢

京
都
歌｣

よ
り
も
古
い
来
歴
を
も
つ
も
の

で
あ
ろ
う
。『

楽
府
詩
集』

で
は
、
こ
の
二
説
を
取
り
上
げ
て

｢

董
逃
行｣
の
解
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『

後
漢
書』

の
記
述
は
董

卓
の
死
と
後
漢
末
の
動
乱
を
主
題
と
し
た
元�｢
董
逃
行｣

の
解
説
上
必
要
な
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
古
辞
や
漢
魏
六
朝
の

｢

董
逃
行｣

の
解
説
と
し
て
は
妥
当
で
な
い
。『

楽
府
解
題』

に
は
、
夫
婦
の
別
離
を
主
題
と
し
た
晋
・
傅
玄

｢

董
逃
行
歴
九
秋
篇｣

や
人
生
の
無

常
観
を
描
く
陸
機

｢

董
逃
行｣

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、｢

董
逃
行｣

と
い
う
楽
府
題
そ
の
も
の
と
の
関
連
は
未
詳
と
し
て
お
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�
り
、
む
し
ろ
、
古
辞
及
び
漢
魏
六
朝
ま
で
の

｢

董
逃
行｣

の
解
題
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『

宋
書』

の
記
述
で
は
、
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

が

｢

董
桃
行｣

に
作
ら
れ
て
い
る
。
古
辞
が
不
老
長
生
を
主
題
と
し
て

い
る
点
を
鑑
み
る
と
、
む
し
ろ
、
神
仙
や
不
老
長
生
に
絡
む
故
事
を
想
起
さ
せ
や
す
い

｢

桃｣

に
作
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
実
際
に

｢

逃｣

を

｢

桃｣

に
作
る
用
例
は
こ
の
他
に
も
散
見
さ
れ
る
。『

文
選』

巻
二
十
二

｢

宿
東
園｣

詩

(

８)

の
李
善
注
に
引
か

れ
る

｢

古
董
桃
行｣

や

『

太
平
御
覧

(

９)』

巻
三
三
九

｢

叙
兵
器｣

部
に
引
か
れ
る
魏
文
帝

｢

董
桃
行｣

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
陸
機

｢

董
逃
行｣

も
、
本
集

(�)
巻
七
、
及
び

『

藝
文
類
聚

(�)』
巻
四
十
一
に
引
用
さ
れ
る
本
文
で
は

｢

桃｣

に
作
っ
て
い
る
。

｢

逃｣

と

｢

桃｣

は
字
形
字
音

(�)
と
も
に
似
通
っ
て
お
り
、
本
来

｢

董
桃
行｣

で
あ
っ
た
楽
府
題
が
、
董
卓
故
事
を
契
機
と
し
て

｢

逃｣

の
異
同
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
想
像
に
容
易
い
。
し
か
し
、
本
来
の
楽
府
題
が

｢

桃｣

に
作
っ
て
い
た
と
す
る
資
料
を

求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
宋
・
阮
閲
撰

『

詩
話
総
亀

(�)』
巻
七

｢

評
論
門｣

に
引
か
れ
る
劉
次
荘
撰

『

楽
府
集

(�)』

に
、
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
論
説
が
あ
る
。

｢

董
逃
行｣

言
神
事
、
傅
休
奕

｢
九
秋
篇｣

十
二
章
、
乃
叙
夫
婦
別
離
之
思
。
梁
簡
文
賦

｢

行
幸
甘
泉
歌｣

復
云
、｢

董
桃
律
金
紫
、

賢
妻
侍
禁
中｣

、
疑
若
引
董
賢
及
子
瑕
殘
桃
事
、
終
云
、｢

不
羨
神
仙
侶
、
排
烟
逐
駕
鴻｣

、
皆
所
未
詳
。
按

『

漢
武
内
傳』

、
王
母

觴
帝
、
命
侍
女
索
桃
、
剩
桃
七
枚
、
大
如
鴨
子
、
形
色
正
青
。
以
四
枚
啖
帝
、
因
自
食
其
三
。
帝
收
餘
核
。
王
母
問
何
爲
、
帝
曰
、

｢

欲
種
之｣

。
王
母
曰
、｢

此
桃
三
千
歳
一
生
實
、
奈
何｣

。
帝
乃
止
。
于
是
數
過
、
命
侍
女
董
雙
成
吹
雲
和
笙
觴
。
作
者
取
諸
此
耶
。

｢

董
逃
行｣

は
、
神
事
を
言
ひ
、
傅
休
奕

｢

九
秋
篇｣

十
二
章
は
、
乃
ち
夫
婦
別
離
の
思
ひ
を
叙
ぶ
。
梁
簡
文

｢

行
幸
甘
泉
歌｣

を
賦
し
て
復
た
云
ふ
、｢

董
逃
れ

金
紫
を
律
し
、
賢
妻

禁
中
に
侍
す｣

、
疑
ふ
ら
く
は
董
賢
及
び
子
瑕
の
桃
を
残
す
事
を
引
く

が
若
き
も
、
終
に
云
ふ
、｢

羨
ま
ず

神
仙
の
侶
、
烟
を
排
し
て

逐
ひ
て
鴻
に
駕
す｣

、
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ざ
る
所
な
り
。『

漢

武
内
伝』

を
按
ず
る
に
、
王
母

帝
に
觴
せ
ん
と
し
、
侍
女
に
命
じ
て
桃
を
索も

と

め
し
め
、
桃
七
枚
を
剰あ

ま

し
、
大
き
さ
鴨
子
の
如

く
、
形
色

正
青
な
り
。
四
枚
を
以
て
帝
に
啖く

ら
は
し
、
因
り
て
自
ら
其
の
三
を
食
ら
ふ
。
帝

余
核
を
収
む
。
王
母

何
為

な
ん
す

れ

ぞ
と
問
へ
ば
、
帝
曰
く
、｢

之
を
種
え
ん
と
欲
す｣

と
。
王
母
曰
く
、｢
此
の
桃

三
千
歳
に
一
た
び
実
を
生
ず
、
奈
何
せ
ん｣

と
。
帝

乃
ち
止
む
。
是
に
于
い
て
数
し
ば
し
ば
過
ご
し
、
侍
女
董
双
成
に
命
じ
て
雲
和
う
ん
か

の
笙
を
吹
か
し
め
て
觴
す
。
作
者

諸
此
こ

こ

に
取

ら
ん
や
。

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

考

39



― ―

こ
こ
で
は
ま
ず
、
原
唱

｢

董
逃
行｣

と
傅
玄

｢

九
秋
篇｣

と
を
峻
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ

｢

神
事｣

｢

夫
婦
別
離
之
思｣

を
叙
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
続
い
て
梁
簡
文
帝

｢

行
幸
甘
泉
歌

(�)｣

と

『

後
漢
書』

に
引
く

｢

京
都
歌｣

の
類
似
を
指
摘
し
た
上
で
、
董
賢

と
彌
子
瑕
と
い
う
二
人
の
人
物
と
楽
府
題

｢

董
逃

(

桃)

行｣

と
の
結
び
付
き
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『

漢
武
内
伝』

の
西
王
母

故
事
に
見
え
る
女
仙
・
董
双
成
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
触
れ
、
こ
れ
ら
の
人
物
と
楽
府
題

｢

董
逃

(

桃)

行｣

と
が
深
く
関
連
し
て
い

る
と
推
測
す
る
。

董
賢
は
前
漢
末
の
人
で
、
雲
陽
の
人
、
字
は
聖
卿
。『

漢
書』

に
本
伝
が
見
え
、
美
貌
に
よ
っ
て
哀
帝
に
幸
せ
ら
れ
た
人
物
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
寵
愛
ぶ
り
は
甚
だ
し
か
っ
た
も
の
と
見
え
、
妻
子
を
宮
中
に
置
き
、
二
十
二
歳
に
し
て
大
司
馬
・
衛
将
軍
に
ま
で
上
り

詰
め
た
が
、
哀
帝
が
崩
御
す
る
に
及
ん
で
、
王
莽
に
弾
劾
さ
れ
自
殺
し
て
い
る
。
楽
府
題

｢

董
逃

(

桃)

行｣

と
の
関
連
は
薄
い
も
の

の
、
簡
文
帝
の
歌
に
言
う

｢
董｣
は
董
賢
を
指
す
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
傅
玄

｢

九
秋
篇｣

で
夫
婦
の
別
離
を
主
題
と
し

て
い
る
点
か
ら
、｢

董
逃
行
歴
九
秋
篇｣

の
解
題
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

弥
子
瑕
は
春
秋
時
代
、
衛
の
霊
公
の
嬖
大
夫

(

下
位
の
大
夫)

で
、『

韓
非
子』

説
難
に
説
話
が
見
ら
れ
る
。
賢
才
で
あ
っ
た
と
さ

れ
、
公
の
寵
愛
を
得
て
、
果
樹
園
の
桃
を
公
と
分
け
合
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
董
賢
と
併
せ
て

｢

桃｣

と
の
関
連

を
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
董
双
成
も
、
西
王
母
の
侍
女
で
あ
り
、
桃
の
故
事
と
の
連
想
か
ら
楽
府
題

｢

董
逃

(

桃)

行｣

と
結
び
付
け
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
つ
い
て
、
増
田
清
秀
氏
は

｢

奇
抜
な
著
想
な
が
ら
、
解
題
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い

(�)｣

と
の
判
断
を
下
し
て
い
る
が
、

『

楽
府
詩
集』

の
解
題
を
補
足
す
る
論
説
と
し
て
は
説
得
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
要
点
を
整
理
し
て
、
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

の
変
遷
を
推
測
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
漢
代
以
前
に
春
秋
時
代
の
弥
子
瑕
や
前
漢

の
董
双
成
、
董
賢
等
、｢

桃｣

を
主
題
と
し
た
故
事
に
取
材
し
た
古
辞
が
創
成
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

｢

董
逃
行｣

の
音
曲
の
原
型
が

生
成
さ
れ
る
。
続
い
て
、｢

董
逃
行｣

の
一
種
と
思
し
き
後
漢
末
に
流
行
し
た
童
歌
を
、
董
卓
の
専
横
と
敗
走
に
結
び
付
け
、
字
音
字

形
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

桃｣

と

｢

逃｣

の
異
同
が
発
生
し
た
。
こ
の
異
同
を
許
し
た
形
で
、
魏
武
帝
・
文
帝
や
陸
機

ら
に
よ
っ
て
唱
和
が
重
ね
ら
れ
、
中
唐
に
至
る
ま
で
、｢

桃｣

と

｢

逃｣

は
混
同
さ
れ
続
け
た
。
そ
し
て
、
元�
が
新
た
に
董
卓
の
敗

死
を
主
題
と
し
て

｢

董
逃
行｣

を
唱
和
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
北
宋

『

楽
府
詩
集』
に
集
大
成
さ
れ
る
に
至
る
。
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�

郭
茂
倩
は

｢

董
逃
行｣

と
い
う
楽
府
題
自
体
に
総
合
的
な
解
釈
を
加
え
る
に
あ
た
り
、
元�｢

董
逃
行｣

が
董
卓
の
死
を
主
題
と
し

て
い
る
た
め
、『

後
漢
書』

の
記
述
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
来
の

｢

董
桃

(

逃)

行｣

は
、
董
卓
と
は
無
関
係
な
主

題
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
元�
の
用
い
た
主
題
は
ま
こ
と
に
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

の
新
機
軸
を
打
ち
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。

三

元�｢
董
逃
行｣

の
主
題
と
社
会
批
判

元�｢
董
逃
行｣

が
董
卓
の
敗
死
と
後
漢
末
の
動
乱
を
主
題
と
し
て
、
楽
府
題

｢

董
逃
行｣

の
新
た
な
局
面
を
切
り
拓
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
に
既
に
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
元�｢
董
逃
行｣

の
本
文
を
読
み
込
む
こ
と
で
主
題
を
よ
り
深
く
分
析
し
、
そ
の
寓
意
す

る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

董
逃
董
逃
董
卓
逃

董
逃

董
逃

董
卓
逃
る
。

揩
鏗
戈
甲
聲
勞���
深
臍
脂��
戈
甲
を
揩
鏗
し
て

声

労�
た
り
。��
た
る
深
臍

脂��
。

人
皆
數
歎
曰

人

皆

数
し
ば
し
ば
歎
じ
て
曰
く
、

爾
獨
不
憶
年
年
取
我
身
上
膏

爾
な
ん
じ

独
り
年
年
我
が
身
上
の
膏
を
取
る
を
憶お

も

は
ず
。

膏
銷
骨
盡
烟
火
死

長
安
城
中
賊
毛
起

膏

銷き

え

骨

尽
き

烟
火

死を
さ

ま
り
、
長
安
城
中

賊

毛
起
す
。

城
門
四
走
公
卿
士

走
勸
劉
虞
作
天
子

城
門
よ
り

四
も
に
走
る

公
卿
の
士
、
走
り
て
勧
む

劉
虞
の
天
子
と
作な

る
を
。

劉
虞
不
敢
作
天
子

曹
瞞
簒
亂
從
此
始

劉
虞

敢
へ
て
天
子
と
作な

ら
ず
、
曹
瞞
の
簒
乱

此
よ
り
始
む
。

董
逃
董
逃
人
莫
喜

董
逃

董
逃

人
喜
ぶ
莫
れ
。

勝
負
相
環
相
枕
倚

縫
綴
難
成
裁
破
易

勝
負

相
環め

ぐ

り

相

枕
倚
し
、
縫
綴

成
し
難
く

裁
破
し
易
し
。

何
況

何
ぞ
況
や

曲
鍼
不
能
伸
巧
指

欲
學
裁
縫
須
準
擬

曲
鍼
巧
指
を
伸
ば
す
能
は
ざ
る
を
や
、
裁
縫
を
学
ば
ん
と
欲
し
て

須し
ば

ら
く
準
擬
す
る
の
み
。

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

考
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第
一
句
で
は
、
董
卓
が
孫
堅
に
敗
れ
、
長
安
へ
と
敗
走
す
る
様
子
を
描
写
す
る
。
第
二
句
の
武
器
や
鎧
が
擦
れ
る
音
、
そ
し
て
ざ
わ

ざ
わ
と
聞
こ
え
る
声
は
、
恐
ら
く
敗
残
兵
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
続
く
第
三
句
で
は
、
暗
殺
さ
れ
た
董
卓
の
死
体
に
深
々
と
挿
さ
れ
た
燈

心
が
、
董
卓
の
身
体
に
蓄
え
ら
れ
た
脂
に
よ
っ
て
燃
え
続
け
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
る
。
第
四
句
で
は
、
董
卓
の
横
暴
に
苦
し
め
ら

れ
た
人
々
の
怨
嗟
と
罵
倒
の
声
が
生
々
し
く
語
ら
れ
る
。｢

貴
様
が
長
年
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
蓄
え
た
脂
が
、
今
自
分
の
身
体
を

焦
が
し
て
い
る
の
だ｣

と
。

押
韻
の
点
か
ら
見
る
と
、｢

逃｣
｢�
｣
｢

膏｣

が
、
共
に
下
平
声
六
豪
で
押
韻
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
で
一
段
落
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
董
卓
の
敗
走
か
ら
死
に
至
る
ま
で
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢

揩
鏗

(

武
器
や
鎧
が
擦
れ
合
う

音)｣
｢

勞�
(

兵
士
達
の
呻
き
声)｣

｢��
(

深
々
と
挿
さ
る
様
子)｣

｢��
(

燈
心
が
燃
え
続
け
る
音)｣

と
い
う
よ
う
に
、
オ
ノ

マ
ト
ペ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、｢

董
逃｣

も
何
ら
か
の
擬
音
を
示
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
五
句
か
ら
は
、
董
卓
の
死
体
が
燃
え
尽
き
た
後
の
長
安
の
混
乱
を
描
写
し
て
い
る
。
長
安
に
賊
が
跋
扈
す
る
混
乱
の
最
中
、
人
士

達
は
、
人
望
に
厚
く
皇
族
の
末
裔
で
も
あ
る
劉
虞
に
皇
帝
に
即
位
す
る
こ
と
を
勧
め
る
が
、
権
力
欲
の
無
い
劉
虞
は
こ
れ
を
受
け
容
れ

ず
、
こ
こ
か
ら
曹
操

(

幼
名
は
阿
瞞)

の
政
権
簒
奪
が
始
ま
っ
た
、
と
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
董
卓
に
関
連
す
る
故
事
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
の
過
渡
期
に
勃
発
し
た
安
史
の
乱
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
で
の
董

卓
は
、
も
し
か
す
る
と
安
禄
山
そ
の
人
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
元�
の

｢

董
逃
行｣

全
体
が
安
史
の
乱
を
起
点
と
し
た
中

唐
の
藩
鎮
政
策

(�)

批
判
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
安
史
の
乱
以
降
の
動
乱
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て

考
え
て
み
た
場
合
、
安
史
の
乱
直
後
の
粛
宗
・
代
宗
の
時
代
よ
り
も
、
元�
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
接
し
て
き
た
徳
宗
・
順
宗
・
憲
宗
の

時
代
の
社
会
批
判
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

安
禄
山
の
死
後
、
地
方
藩
鎮
は
そ
の
権
勢
を
強
め
、
こ
れ
に
対
し
て
徳
宗
は
抑
圧
政
策
を
強
行
、
度
重
な
る
弾
圧
に
よ
っ
て
藩
鎮
の

反
感
が
高
ま
り
、
節
度
使
の
叛
乱
が
相
次
ぐ
一
方
で
、
中
央
の
財
政
は
圧
迫
さ
れ
、
人
民
を
困
窮
に
陥
れ
た
。
ま
た
、
建
中
四
年

(

七

八
三)

に
は
、
叛
乱
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
徳
宗
が
奉
天
に
蒙
塵
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
る
。
第
六
句
に
言
う

｢

長
安
城
中
賊
毛

起｣

と
は
、
長
安
を
占
領
し
た
叛
乱
兵
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
貞
元
十
六
年

(

八
〇
〇)

に
は
淮
西
節
度
使
の

呉
少
誠
の
討
伐
に
失
敗
し
、
そ
の
後
の
徳
宗
は
地
方
藩
鎮
に
対
し
て
極
端
な
弱
腰
政
策
に
転
換
し
、
地
方
藩
鎮
が
跋
扈
す
る
結
果
と
な
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る
。
順
宗
を
経
て
憲
宗
に
至
り
、
徳
宗
朝
の
失
策
に
よ
っ
て
跋
扈
し
た
藩
鎮
を
粛
清
が
行
わ
れ
る
。｢

楽
府
古
題
序｣

が
制
作
さ
れ
た

元
和
十
二
年

(

八
一
七)

に
は
、
裴
度
が
呉
少
誠
の
息
子
で
淮
西
節
度
使
の
呉
元
済
の
討
伐
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
裴
度
は
元
和
十
年

(

八
一
五)

に
起
こ
っ
た
武
元
衡
殺
傷
事
件
の
際
に
刺
客
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
白
居
易
は
武
元
衡
暗
殺
の
犯
人
捜
索

を
上
疏
し
て
越
権
行
為
を
咎
め
ら
れ
、
元�
も
こ
れ
に
連
座
し
て
い
る
。
元
白
に
と
っ
て
も
、
藩
鎮
粛
清
は
身
を
賭
し
て
ま
で
成
就
す

べ
き
社
会
問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

末
尾
五
句
で
は
、
こ
れ
ら
の
叙
述
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
教
訓
を
述
べ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
勝
敗
と
い
う
も
の
は
時
運
の
巡

り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
董
卓
が
死
ん
だ
と
い
っ
て
喜
ん
で
は
い
け
な
い
。
破
壊
す
る
こ
と
は
容
易
い
が
、
一
度
破
壊
さ
れ
た
も

の
を
修
復
す
る
の
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
し
て
曲
っ
た
針
で
は
い
か
に
器
用
な
指
で
も
上
達
せ
ず
、
裁
縫
を
学
ん
で
取
り

繕
っ
た
と
こ
ろ
で
根
本
的
な
解
決
は
図
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
徳
宗
が
藩
鎮
抑
圧
政
策
の
大
失
敗
を
受
け
て
弱
腰
の
政
策
に
転
換
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
憲
宗
の
藩
鎮
に
対
す

る
強
硬
姿
勢
を
支
持
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

｢

諷
諭｣

と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
元�
が
董
卓
故
事
に
附
託
し
て
安
史
の
乱
以
降
の
藩
鎮
問
題
、
す
な
わ
ち
、
自
ら
が
直
に
接

し
て
き
た
社
会
情
勢
を
強
く
批
判
し
て
い
る
の
は
自
明
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
董
卓
と
安
禄
山
、
あ
る
い
は
董
卓
死
後
と
安
史

の
乱
後
の
動
乱
と
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
事
実
や
描
写
は
盛
り
込
ま
れ
て
は
い
な
い
。
恐
ら
く
、
中
唐
の
社
会
情
勢
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
体
験
し
て
お
り
、
元
白
ら
が
主
張
す
る

｢
諷
諭｣

の
理
念
を
理
解
し
た
読
み
手
で
あ
れ
ば
、
董
卓
故
事
か
ら
安
禄
山
を
連

想
す
る
こ
と
は
容
易
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
元�｢
董
逃
行｣

自
体
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
董
卓
故
事
か
ら
導
き

出
さ
れ
る

｢

説
諭
・
教
訓｣

と
い
う
枠
組
み
を
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
無
論
、
直
接
的
に
社
会
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
は
危
険
な
行

為
で
あ
り
、
こ
れ
を
差
し
控
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
通
州
左
遷
時
と
い
う
制
作
背
景
を
鑑
み
れ
ば
、
社
会

に
対
す
る
使
命
感
か
ら
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
状
況
と
も
考
え
に
く
く
、
長
安
と
の
距
離
も
そ
れ
を
阻
む
要
因
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
む
し
ろ
、
劉
猛
の
原
唱
に
対
す
る
唱
和
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
、
序
文
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る

｢

新
意｣

の
作
品

と
し
て
展
開
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
元�｢
董
逃
行｣
の
制
作
意
図
は
、
古
辞
や
従
来
の
擬
古
楽
府
に
は

無
か
っ
た
董
卓
故
事
と
い
う
主
題
を
用
い
る
こ
と
で
新
奇
さ
を
創
出
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣
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元�｢
董
逃
行｣

と
い
う
作
品
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
歌
唱
に
適
し
た
構
成
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
比
較
的
平
易
な
比
喩
や
措

辞
に
よ
っ
て

｢

説
諭
・
教
訓｣

と
い
う
観
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
社
会
批
判
と
い
う
点
か
ら
こ
れ
を
解
釈
し
た

場
合
、
そ
の
指
向
性
は
批
判
対
象
そ
の
も
の
に
あ
り
、
杜
甫
の
歌
行
や
白
居
易
の

｢

新
楽
府｣

の
よ
う
に
、
民
衆
へ
の
同
情
を
通
し
て

社
会
を
批
判
す
る
よ
う
な
観
点
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
序
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、｢

諷
諭｣

の
第
一
義

性
や
杜
甫
尊
崇
と
い
っ
た
新
題
楽
府
唱
和
当
時
の
理
念
が
、｢

楽
府
古
題｣

の
作
品
群
に
も
一
貫
し
て
適
用
で
き
る
と
は
必
ず
し
も
言

い
切
れ
な
い
。

元�｢
董
逃
行｣
は
、
序
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
古
題
を
用
い
な
が
ら
、
古
辞
や
従
来
の
擬
古
楽
府
と
は
全
く
異
な
る

内
容
、
す
な
わ
ち
、｢

新
意｣
に
元�
が
着
目
し
た
と
い
う
側
面
が
強
い
。
従
っ
て
、
白
居
易
と
の
唱
和
に
よ
っ
て
改
良
が
加
え
ら
れ

た

｢

新
題
楽
府｣

か
ら
の
展
開
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
新
奇
性
に
よ
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
狙
っ
た
楽
府
制
作
の
新
機
軸
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

四

張
籍

｢

董
逃
行｣
と
元�
の

｢

新
意｣

さ
て
、
元�｢
董
逃
行｣

に
対
し
て
、
張
籍

(
七
六
六
〜
八
三
〇)

も
、
こ
の
時
期
に
同
題
の
楽
府
を
制
作
し
て
い
る

(�)

。
明
確
な
唱

和
関
係
を
示
す
資
料
は
な
い
も
の
の
、
元�
の

｢

董
逃
行｣

を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

洛
陽
城
頭
火
瞳
瞳

亂
兵
燒
我
天
子
宮

洛
陽
の
城
頭

火

瞳
瞳
た
り
、
乱
兵

我
が
天
子
の
宮
を
焼
く
。

宮
城
南
面
有
深
山

盡
將
老
幼
藏
其
間

宮
城
の
南
面
に
深
山
有
り
、
尽
く
老
幼
を
将も

つ

て
其
の
間
に
蔵か
く

す
。

重
巖
爲
屋
橡
爲
食

丁
男
夜
行
候
消
息

重
巖
も
て
屋
と
為
し

橡
く
ぬ
ぎ

も
て
食
と
為
し
、
丁
男

夜

行
き
て
消
息
を
候ま

つ
。

聞
道
官
軍
猶
掠
人

舊
里
如
今
歸
未
得

聞
道

き
く
な

ら
く
官
軍

猶
ほ
人
を
掠か

す

め
、
旧
里

如
今

い

ま

帰
る
を
未
だ
得
ず
。

董
逃
行

漢
家
幾
時
重
太
平

董
逃
行
、
漢
家

幾
時
か
重
ね
て
太
平
な
ら
ん
。

元�
の
作
と
同
様
、
董
卓
の
死
後
の
混
乱
を
叙
述
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
主
要
な
視
点
は
、
乱
を
避
け
て
洛
陽
を
離
れ
、
賊
に
怯

え
な
が
ら
困
窮
の
生
活
を
送
る
民
衆
を
描
写
す
る
こ
と
に
あ
る
。
元�
の
作
に
は
直
接
的
に
表
出
し
て
い
な
い

｢

衆
庶
へ
の
同
情｣

と
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い
う
観
点
を
加
え
、
元�
の
用
い
た
主
題
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
作
品
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
方
、
民
衆
の
目
を
通
し
て
叙
述

す
る
と
い
う
形
式
上
、
元�
の
作
の
よ
う
に
直
接
的
に
批
判
対
象
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
被
害
者
の
悲
劇
性
を
描
写
す

る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
民
衆
の
悲
憤
を
描
写
し
て
間
接
的
に
社
会
批
判
を
展
開
す
る
ス
タ
イ
ル
は
杜
甫
の
歌
行
に
通
じ
る
。｢

丁
男｣

は
杜
甫

｢
新
安
吏｣

に
見
え
る
用
語
で
あ
る

(�)
こ
と
な
ど
か
ら
、
張
籍
の
作
は
杜
甫
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の

点
か
ら
言
え
ば
、
元�
は
序
文
で
杜
甫
に
対
す
る
尊
崇
の
念
を
表
明
し
て
い
る
も
の
の
、
張
籍
ほ
ど
強
く
杜
甫
の
歌
行
を
意
識
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
む
し
ろ
、
元�
の
狙
い
は
読
み
手
聞
き
手
の
意
表
を
突
く
よ
う
な
新
奇
性
、
つ
ま
り
、
序
文
で
言

う
と
こ
ろ
の

｢

新
意｣
に
あ
っ
た
。

以
上
を
要
す
る
に
、
元�｢
董
逃
行｣

は
従
来
の
古
辞
や
擬
古
楽
府
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
全
く
新
し
い
主
題
を
用
い
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
点
こ
そ
が
、
序
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
元�
が
劉
猛
・
李
餘
の
楽
府
作
品
に
見
出
し
た

｢

新
意｣

で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
十
九
首
の
楽
府
作
品
全
体
に
は
一
貫
し
て
こ
の

｢

新
意｣

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
の
作
品
を
考
究
し
て
い
く
際
に
は
、
こ
の
｢

新
意｣

に
着
目
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
個
々
の
作
品
に
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
観
点
や
主
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。｢

董
逃
行｣

は
元�
が
直
に
接
し
て
き
た
社
会
背
景

を
元
に
、
地
方
藩
鎮
問
題
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
り
、
張
籍

｢

董
逃
行｣

が
有
す
る
民
衆
の
視
点
と
い
う
要
素
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
十
九
首
の
楽
府
作
品
全
体
を
通
し
て
み
れ
ば
、
白
居
易
と
の
新
題
楽
府
唱
和
を
通
し
て
新
た
な
観
点
・
改
良
点
が
加
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
今
後
の
元�
楽
府
研
究
は
、
元�
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
背
景
を
前
提
と
し
て
、

｢

楽
府
古
題
序｣

の

｢

新
意｣

を
軸
と
し
た
一
套
の
作
品
群
と
し
て
の
観
点
、
楽
府
題
ご
と
の
個
別
的
な
観
点
、
そ
し
て
、｢

新
題
楽
府｣

か
ら
の
展
開
と
い
う
観
点
と
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

注

(

１)

四
部
叢
刊

『

元
氏
長
慶
集』

巻
二
十
三
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
に
引
く
元�
の
楽
府
作
品
も
同
様
。
な
お
、
校
勘
に
あ
た
っ
て
は
、
冀
勤

点
校

『

元�
集』

(

中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書

中
華
書
局

一
九
八
二
年)

を
参
照
し
、
そ
の
他
、
蘇
仲
翔
選
註

『

元
白
詩
選』

(

上
海

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

考

45



― ―

古
典
文
学
出
版
社

一
九
五
七
年)

等
の
注
釈
書
を
参
考
に
解
釈
を
加
え
た
。

(
２)

各
楽
府
題
に
付
し
た

(
)

内
は

『

楽
府
詩
集』

に
お
け
る
分
類
を
示
す
。『

楽
府
詩
集』

の
テ
キ
ス
ト
は
、
中
津
濱
渉
著

『

楽
府
詩
集

の
研
究』

(

汲
古
書
院

一
九
七
〇
年)

掲
載
の
宋
本

『

楽
府
詩
集』

を
底
本
と
し
、
校
勘
に
あ
た
っ
て
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書

『

楽
府
詩
集』

(

中
華
書
局

一
九
七
九
年)

を
参
照
し
た
。

(

３)
｢

楽
府
古
題
序｣

の
前
半
部
分
で
は
、
詩
の
傍
流
を

｢

賦
、
頌
、
銘
、
賛
、
文
、
誄
、
箴
、
詩
、
行
、
詠
、
吟
、
題
、
怨
、
歎
、
章
、

篇
、
操
、
引
、
謡
、
謳
、
歌
、
曲
、
詞
、
調｣

の
二
十
四
種
に
分
類
し
、｢

由
操
而
下
八
名｣

(

操
、
引
、
謡
、
謳
、
歌
、
曲
、
詞
、
調)

に
つ
い
て
は
、｢
斯
皆
由
樂
以
定
詞
、
非
選
詞
以
配
樂
也

(

斯
れ
皆

楽
に
由
り
て
以
て
詞
を
定
め
、
詞
を
選
び
て
以
て
楽
に
配
す
る
に
非

ざ
る
な
り)｣

と
し
、｢
由
詩
而
下
九
名｣

(

詩
、
行
、
詠
、
吟
、
題
、
怨
、
歎
、
章
、
篇)

に
つ
い
て
は
、｢

蓋
選
詞
以
配
樂
、
非
由
樂
以

定
詞
也

(

蓋
し
詞
を
選
び
て
以
て
楽
に
配
し
、
楽
に
由
り
て
以
て
詞
を
定
む
る
に
非
ざ
る
な
り)｣

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
元�
は
音

楽
が
先
行
す
る

｢

歌｣

の
グ
ル
ー
プ
と
詩
が
先
行
す
る

｢

詩｣

の
グ
ル
ー
プ
と
を
明
確
に
分
類
し
て
お
り
、
こ
れ
が

｢

歌
詩｣

の
本
来
あ

る
べ
き
姿
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

４)

原
文
は
以
下
の
通
り
。｢

後
之
文
人
、
達
樂
者
少
、
不
復
如
是
配
別
、
但
遇
興
紀
題
、
往
往
兼
以
句
讀
長
短
、
爲
歌
詩
之
異
。(

後
の
文

人
、
楽
に
達
す
る
者
少
な
く
、
復
た
是
く
の
如
く
配
別
せ
ず
、
但
だ
興
に
遇
ひ
て
題
を
紀し
る

し
、
往
往
に
し
て
兼
ね
て
句
読
の
長
短
を
以
て
、

歌
詩
の
異
と
為
す
。)｣

後
世
の

｢

歌
詩｣

は
音
楽
の
先
後
関
係
を
基
準
と
す
る
本
来
の

｢

歌
詩｣

と
全
く
か
け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
白
居
易

｢

新
楽
府

五
十

采
詩
官｣

(
『

白
氏
文
集』

巻
四)

で
も
、｢

君
兮
君
兮
願
聽
此
、
欲
開
壅
蔽
達
人
情
、

先
向
歌
詩
求
諷
刺
。(

君
よ
君
よ

願
は
く
は
此
れ
を
聴
け
、
壅
蔽
を
開
き
人
情
に
達
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
歌
詩
に
向
ひ
て
諷
刺
を
求

め
よ
。)｣

と
、｢

歌
詩｣

に
お
け
る
諷
諭
の
第
一
義
性
を
主
張
し
て
お
り
、｢

歌
詩｣

と
い
う
概
念
は
元
白
に
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
徳
宗
朝
に
表
れ
た
あ
る
種
の
タ
ー
ム
と
し
て
の

｢

歌
詩｣

が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

(

５)
『

楽
府
詩
集』

巻
九
十

｢

新
楽
府
辭｣

解
題
。
そ
こ
で

｢

楽
府
古
題
序｣

の
原
文
の
字
句
を
部
分
的
に
置
き
換
え
た
り
補
っ
た
り
、
或

い
は
文
章
構
成
を
前
後
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
論
点
を
新
題
楽
府
の
解
説
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
、

い
く
つ
か
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
論
旨
か
ら
乖
離
矛
盾
し
て
い
る
点
も
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も

『

楽
府
詩
集』

に
お
い
て
、

｢

楽
府
古
題
序｣

の
十
九
首
の
作
品
は

｢

新
題
楽
府｣

の
よ
う
に
一
套
の
作
品
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
府
題
に
振
り
分
け
ら
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れ
て
お
り
、
序
文
の
み
を
新
楽
府
の
解
題
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
し
た
状
況
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
６)

先
行
研
究
と
し
て
、
范
淑
芬
の

『

元�
及
其
楽
府
詩
研
究』

(

台
北

文
津
出
版
社

一
九
八
四
年)

に
専
論
が
あ
る
。

(

７)
赤
井
益
久

『

中
唐
詩
壇
の
研
究』

(

東
洋
学
叢
書

創
文
社

二
〇
〇
四
年)

所
収
。

(

８)
『

文
選』

の
テ
キ
ス
ト
は
胡
克
家
校
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し
た
。

(

９)

国
学
基
本
叢
書

『

太
平
御
覧』

(

台
北

新
興
書
局

一
九
六
九
年)

。

(

10)

四
部
叢
刊

『
陸
士
衡
文
集』

。

(

11)

汪
紹
楹
校

『
藝
文
類
聚』

(

中
華
書
局

一
九
七
三
年)

。

(

12)
『

広
韻』

に
よ
れ
ば
、｢
逃｣

｢

桃｣

は
い
ず
れ
も
下
平
声
六
豪
・
徒
刀
切
で
同
音
。
因
み
に
、｢

董｣

は
上
声
一
董
・
多
動
切
。
比
較
的

似
通
っ
た
音
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、｢

董
逃｣

は
何
ら
か
の
繰
り
返
し
の
擬
音
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

(

13)

周
本
淳
校
点

『

詩
話
総
亀』

(
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯

人
民
文
学
出
版
社

一
九
八
七
年)

(

14)
『

楽
府
集』

は
佚
書
。『

楽
府
詩
集』

に
同
様
の
書
名
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
未
詳
。
増
田
清
秀
著

『

楽
府
の
歴
史
的
研
究』

(

創
文

社

一
九
七
五
年)

資
料
編
第
五
章

｢
劉
次
荘
の
楽
府
集
・
楽
府
集
序
解
批
判｣

に
詳
細
な
論
考
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
。

(

15)

梁
・
簡
文
帝

｢

行
幸
甘
泉
宮｣

歌
は

『
文
苑
英
華』

巻
二
〇
三
、『

楽
府
詩
集』

巻
八
十
四

｢

雑
歌
謡
辞｣

等
に
見
え
る
。
原
文
を
以

下
に
示
す
。｢

雉
歸
海
水
寂
、
裘
來
重
譯
通
。
吉
行
五
十
里
、
隨
處
宿
離
宮
。
鼓
聲
恒
入
地
、
塵
飛
上
暗
空
。
赦
書
隨
豹
尾
、
太
史
逐
相

風
。
銅
鳴
周
國�
、
旗
曳
楚
雲
虹
。
倖
臣
射
覆
罷
、
從
騎
新
歌
終
。
董
桃
拜
金
紫
、
賢
妻
侍
禁
中
。
不
羨
神
仙
侶
、
排
烟
逐
駕
鴻
。｣

(

16)

前
掲
注

(

14)

参
照
。

(

17)

唐
代
の
地
方
藩
鎮
問
題
に
つ
い
て
は
、『

日
野
開
三
郎

東
洋
史
学
論
集』

第
一
巻

(

三
一
書
房

一
九
八
〇
年)

所
収

｢

唐
代
藩
鎮
の

支
配
体
制｣

参
照
。

(

18)

四
部
叢
刊

『

張
司
業
集』

巻
七
。
ま
た
、
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
李
建
崑
校
注

『

張
籍
詩
集
校
注』

(

台
北

国
立
編
訳
館

二
〇
〇
一
年)

を
参
考
に
し
た
。

(

19)
『

杜
詩
詳
註』

巻
七

｢

新
安
吏｣

に

｢

客
行
新
安
道
、
喧
呼
聞
點
兵
。
借
問
新
安
吏
、
縣
小
更
無
丁
。
府
帖
昨
夜
下
、
次
選
中
男
行
。

中
男
絶
短
小
、
何
以
守
王
城
。
…
…

(

客

新
安
の
道
を
行
き
、
喧
呼
し
て
兵
を
点
す
る
を
聞
く
。
新
安
の
吏
に
借
問
す
れ
ば
、
県
小
に

元�
楽
府
古
題

｢

董
逃
行｣

考
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し
て
更
に
丁
無
し
。
府
帖

昨
夜
下
り
、
次
に
選
び
て
中
男
を
行
か
し
む
、
と
。
中
男

絶
は
な
は

だ
短
小
に
し
て
、
何
を
以
て
王
城
を
守
ら
ん
。)｣

と
あ
る
。
唐
代
の
制
度
で
は
、
年
齢
に
よ
っ
て
黄
・
小
・
中
・
丁
・
老
に
区
別
し
た
。
丁
は
壮
年
、
中
は
青
年
を
指
す
。

(

※)
本
論
文
は
、
中
唐
文
学
会
第
二
十
回
大
会

(

二
〇
〇
九
年
十
月
九
日)

に
お
い
て
、
筆
者
が

｢

元�『

樂
府
古
題
序』

に
お
け
る

『

新

意』

と

『
諷
諭』｣

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
の
一
部
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
会
に
お
い
て
は
、
司
会
の
國
學
院
大
学
・

赤
井
益
久
教
授
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
よ
り
ご
批
正
を
賜
っ
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
八
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